
 

 
 
 
 
 

 
「人との再会」 

           校  長     

 

人生の中で、私たちは本当にたくさんの人と出会います。しかし、その中でずっと関わり続ける

人は実はごくわずかで、多くの出会いは、時間の流れの中でいつの間にか遠ざかっていきます。 

 それでも不思議なことに、ある時ふと思いがけない再会が訪れることがあります。 

 

実にローカルな話ですが、先日、おりべストリートと R248 との信号で止まり、春田商店さんの

中を何となく見ていました。「また今度子供たちがお世話になるなあ」と。その時、その中にカウン

ターにいる年配の方の横顔が見え、「あ⁉ 知っている人だ！」とハッとしました。 

信号が青になり車を進めて行きますが、その方が誰なのかすぐには思い出せません。森部会の

人？地域共同活動本部の人？ そうしてしばらく考えているうちに思い出しました！ ３０数年

前、私が初任者の時に１年間お世話になった学年主任の先生に間違いないと。その当時、岐阜市出

身の私は多治見市のことをよく知りませんでしたが、その先生が「“イチノクラ”に住んでいる」と

話してみえたことも思い出しました。「そうか、ここは“市之倉”だ！」です。後日、春田商店さん

にもお伺いして、確認できました。 

人は、いつどこで、誰と再び出会うか分からないものです。長い間忘れていたような人と、ふと

したきっかけで再会することがあります。今回のような出来事もあれば、道ですれ違ったり、行事

の会場で声をかけられたり。そんな瞬間に、時間が一気に巻き戻るような感覚を覚えることがあり

ます。そして不思議なことに再会にはいつも「その時」でなければ起こらなかった理由があるよう

に思います。あの頃の新米が、お世話になった先生の地元の学校に赴任するというような。（先日、

ご自宅を探してあいさつに行き、その当時の同僚や生徒たちの話に花を咲かせました。） 

 

人の縁の糸は、途切れるようでいて、どこかで必ずつながっているのだと感じます。 

そして学校という場所は、まさにその糸が交わるところです。子どもたちは、子ども同士や先生、

職員たちと、または保護者の皆さんや地域の方々などなどとのたくさんの関わりがあり、それぞれ

の出会いが、子どもたちの心を少しずつ形づくっていく要素になってい

るのでしょう。 

10 年後、20 年後、どこかで大きくなった市之倉の子供たちと思いが

けない再会を迎えられたらいいな、と楽しみに想像しています。 

ただ、私の子どもたちへの存在感と、その頃になった私の記憶力が課題です…。 
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子ども達の元気な姿を日々HP にアップしています。お時間があるときにご覧いただき、家族の話

題の一つとなっていただければと思います。 

なお現在、インフルエンザが猛威を振るい、非常に心配です。体調管理には十分お気をつけください。 

 

 


